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ブラウザフォンを対象とした 

キャンパスポータルサイト構築に関する検討 

中川 祐樹   山田 豊通 

 いつでもどこでもキャンパスポータルサイトを利用できると便利である．そこで既存のキャンパスポータ
ルサイトの休講情報等一部の情報を i-mode，J-SKY および EzWeb の異なるキャリアのブラウザフォンに自動
変換して表示できるシステムを試作した．試作システムは Windows2000Server の Internet Information 
Server 5(IIS5)のもとで，Active Server Pages(ASP)と VBScriptを使用している．自動変換方式として，各
キャリア対応の個別プログラミング方式による方法と，Extensible markup Language(XML)と Extensible 
Stylesheet Language(XSL)を利用する XML/XSL 共通プログラミング方式の両方式について検討した．試作結
果とユーザへのアンケート調査結果により，本方式の有効性が確認できた． 
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１ はじめに         

近年，NTTDoCoMo の i-mode をはじめとして J-PHONE

の J-SKY，au の EzWeb，DDI ポケットの Open Net 

Contents(ONC)といった Web ブラウジング機能が付加

された携帯電話（ブラウザフォン）が急速に普及して

きている．このブラウザフォンは価格帯が１～３万円

台で PCと比較して安価でありながら，１～２インチの

液晶ディスプレイ，ダイヤル用のボタンや機能呼び出

しのボタンといった最低限の入出力装置を持ち，なお

かつ通信機能を備えた情報端末として利用できる． 

一方，武蔵工業大学環境情報学部では1999年４月か

らキャンパスポータルサイト「SWAN」[1][2]が稼働し，

学内行事や就職関連情報，情報メディアセンターから

のお知らせ等を表示するキャンパストピックス，学生

と教職員が自由に投稿できるメッセージボード，講義

の休講や教室変更を表示する休講情報，講義や研究室

ごとの Web ページを登録した教育研究活動，学内の他

のサイトへのリンク，学内のイベント等を告知するた

めの広告欄といったものが提供されている． 

しかし，このポータルサイトを利用するためにはメ

ディアセンター内の PC を利用するか，各自で自宅に

PCを持ち，インターネットに接続できる環境を整える

必要がある．したがって，メディアセンターが混雑し

ていて PC を確保できない場合や自宅に PC が無い場合

には利用できず，通学等の移動中に情報を得ることも

出来ない． 

このポータルサイトをブラウザフォンから利用でき

るようにすることで時と場所を選ばずに情報が手に入

り学内生活が便利になると共に，上記の問題点を解決

できるのではないかと考えた．そこで，本稿では実際

に複数のキャリアに対応したシステムを構築し，運用

した上でその有効性を確認した結果について述べる． 

 

２ キャンパスポータルサイトの動向 
立教大学が学内のイントラネット情報システム

(1999 年４月構築)を i-mode 対応のモバイル機器に開

放する「立教モバイル V-Campus 」を NTT グループと

共に開発(2000年４月)している．立教大学内のユーザ

でないとログオンできないので実際の動作状況を確認

することは出来ないが 2000 年９月に立教大学が発表

した資料[3]によると 

1)緊急ニュース 

2)大学カレンダー（窓口開室時間の表示） 

3)関連 Web Page(立教大学のいろいろなホームページ

を i-mode 用に見やすく変換して表示) 

4)休講情報 

5)ゼミ掲示板 

6)マイカリキュラム（個人のスケジュール帳） 

7)マイアドレス(個人アドレス帳) 

が利用可能になっている． 

システム的な特徴としては，イントラネット内のWeb

ページをロボットが巡回し，それを i-mode向けに変換

後格納しておき，リクエストに応じて表示するように

なっている．また，イントラネットの認証システムと

連携している．また，現時点では i-mode 対応のみで，
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他の端末への対応はシェアや技術動向次第ということ

である． 

ポータルサイト「SWAN」の運用開始とブラウザフォ

ン対応の試験運用開始が 1999 年４月と 2000 年４月で

あり，この立教大学の事例と非常によく似た流れをも

っているが，本研究では i-mode だけでなく J-SKY，

EzWeb，ONCといったサービスにも対応するという相違

点がある． 

その他，2000年度後半に入ってからいくつかの大学

と企業がシステムを開発する事例が出てきた[4]-[8]．

いずれの事例も内容に大差はなく，しかもほぼ同時期

に発表されている．本研究ではこれらの事例よりも早

くサービスを実現していたが，これらの事例により，

着眼点そのものは間違いなかったということを確認で

きた．ただ，特定のキャリアと共同で行ったためにそ

のキャリア以外のブラウザフォンで利用できないとい

う事例や，利用する学生側に課金される事例等利用す

る学生側からは改善の期待される事例も多い． 

 

３ 各キャリアのシステム 
３．１ 記述言語 
NTTDoCoMo と J-PHONE は，HTML のサブセット版であ

る Compact Hyper Text Markup Language (CHTML)， 

Mobile Markup Language(MML)を採用している．両キャ

リアとも，自社の Web サイトでブラウザフォン向け

HTMLのタグを公開しているが[9][10]，J-PHONEは MML

を採用しているにもかかわらず，MMLではなく「MMLに

対応したHTML」のタグを公開している．これは，J-SKY

のゲートウェイで HTML から MML に変換させることで

Web サイト製作を容易にするねらいが有るようだが，

ダイヤルボタンで直接操作できるアクセスキー（ダイ

レクトキー）や絵文字，そして画像形式の違い等があ

るため，i-mode用のページそのままでは対応できない．

なお，MML については MOBiDY プロジェクトのサイト

[11]で仕様が公開されている． 

au では Handheld Device Markup Language(HDML)と

い う 言 語 を 採 用 し て い る ． こ れ は Wireless 

Application Protocol（WAP）という世界標準の携帯端

末通信規格に対応した記述言語で，上記のCHTML，MML

とは違い，デッキやカードといった概念が入ってくる．

この HDML で Web サイトを作成するための情報は

phone.comのサイト[12]にある． 

DDI ポケットでは，もともと持っていたメール機能

を利用しているため，特別な言語を使うのではなくメ

ール形式で記述したテキストファイルを用意すること

になる．つまり，タグ付けの代わりに改行コードを入

れる等して整形する必要がある．また，ごく限られた

タグ（”<BR>”と”<P>”と”<HR>”のみ）を使用したHTML

を表示することも可能だが，この方法では１ページを

表示するのみで，通常の Web のように複数のページか

ら構成されるコンテンツを作成することはできない．

この仕様についても，DDI ポケットのサイト[13]で公

開されている． 

 

３．２ 課金方法 
NTTDoCoMoは１パケット（128バイト）あたり 0.3円

というパケット課金になっている．J-PHONE は１リク

エスト/１リプライ 半角 1,000 文字相当（１キロバイ

ト）毎に２円の従量課金になっている．auは携帯電話

の系統が２種類あり，〔DIGITAL〕では接続時間に応じ

た時間課金，〔cdmaOne〕では１パケットあたり 0.27円

のパケット課金となっている．DDI ポケットは接続時

間に応じた時間課金になっている． 

一般的にブラウザフォンは通信速度が遅いので，時

間課金よりもパケット課金の方が歓迎される傾向にあ

る．また，パケット課金の場合は表示された情報を長

時間眺めていても，その間課金されることはないが，

時間課金では回線が繋がっている限り課金されるとい

う差もある．しかし，１ページあたりの情報量が多い

場合や，HDMLのように１つのファイル内に複数のペー

ジを記述できる場合，使い方次第ではパケット課金よ

りも都合がよい事もある． 

 

４ キャンパスポータルサイトのブラウザ
フォン対応化 

４．１ 提供コンテンツの検討 
既存のコンテンツ全てをブラウザフォンから閲覧可

能にしても意味がない．ブラウザフォンを使用して閲

覧することに意味のあるコンテンツは1)リアルタイム

性があるか，2)情報を携帯する意味があるかという２

点を基準にして検討し，既存のコンテンツの中から 

a)キャンパストピックス 

b)メッセージボード 

c)休講情報 

の３つをブラウザフォン向けに提供することとした． 

 

４．２ 表示形式の検討 
ブラウザフォンでは１～２インチの小さな液晶画面

に情報が表示されるため，画面に表示可能な文字数は

限られる．また，本体に内蔵されているメモリも少な

いために１ページあたりのファイルサイズも数キロバ

イトに制限されている．さらに，同じキャリアでも端

末によって縦横の表示文字数も異なるため，全ての利

用者が同一の表示結果を得るのは難しい（図１）． 

そこで表示パターンを多数作成し比較評価し，一行

あたりの表示文字数が少ない端末に合わせて改行し，

端末側での自動改行の影響を受けにくくする事とした． 
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５ 実現方式の検討 
本研究で扱うコンテンツには 

1)複数のキャリアに対応させるため，内容の更新も複

数のキャリア向けに同時に行われなければならない 

2)キャンパストピックス，メッセージボード，休講情

報の内容はそれぞれ不定期で頻繁に更新される 

3)内容は全てAccessの DBに蓄積されている 

という特徴がある．手作業でページを書いていてはと

ても間に合わず，リアルタイム性という基準で選んだ

コンテンツが無意味になってしまう．また，Accessの

DBに記録されているのならそこから引き出した方が内

容の正確性を保ちつつ素早い更新が望める． 

以上のことから動的に Web ページを生成する仕組み

を構築するのが現実的であると判断し，サーバーOSに

Windows2000Server を使用していることから Active 

Server Pages (ASP)を利用することとした． 

i-modeを例にとった本方式におけるデータの流れを

図２に示す． 

 

５．１ 個別プログラミング方式 
ASPで 動的にWebページを生成する方法をそのまま

利用し，図３に示すように各ブラウザフォンに対応し

た記述方式で出力できるようにする．本研究では３種

類のコンテンツを扱うので，対応させるキャリアごと

に３つのASPファイルを作成する．DBへのアクセスや

DBから引き出す値は全て同一であり，表示用のタグ付

け等をそれぞれに合わせてある点が異なるだけなので，

ここではi-mode用のものを例にとって説明する． 

（１）休講情報表示 

本方式では Accessの DBに ODBC経由で接続し，休講

情報のデータが入ったテーブルから取り出している．

ただし，表示期限（休講や教室変更の日時）の過ぎた

ものを除くための SQL 文を加えてある．また，BASP21

コンポーネント[14]を利用して，講義名の全角カナ，

全角英数を半角カナ，半角英数に変換している．これ

は，i-modeのような従量課金の場合には半角で表せる

部分は出来る限り半角にするほうがよく，表示文字数

の少ないディスプレイを有効活用することもできるか

らである． 

取りだしたデータは，ブラ

ウザフォンで表示しやすい

ようにタグを混ぜつつ配置

して行く．このときに，出来

る限り不要な改行はしない

ようにした．改行コードも１

文字分として課金対象にな

り，表示されるテキストにも

１文字分の半角スペースが

紛れ込むことになるからで

ある． 

（２）キャンパストピックス 

ここでは１つの ASP ファ

イルでトピックの一覧表示

と詳細表示を行わせるため

に if 文で分岐させている．

パラメータとしてトピック

の id が渡されている場合に

は詳細表示を行い，id が空

の場合には一覧表示へと切

り替える．さらに一覧表示で

もパラメータとしてページ

番号を渡されている場合に

 

 

Access DB 

Internet Information Service 5.0(IIS5) 

Active Server Pages
(ASP) 

Windows 2000 Server  

ODBC 

DoCoMoゲートウェイサーバー 

DoCoMoパケット網 

インターネット 

 

図２ i-modeを例にとった提案方式におけるデータの流れ 

図１ 同一ページを異なる端末で表示した例 
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はそのページを表示し，渡されていない場合は最新５

件を表示するようにしている． 

 また，ここでもBASP21コンポーネントを用いて全角

から半角へと変換している．トピック本文には全角か

ら半角へと変換される文字が多く含まれる可能性があ

るので，休講情報での変換よりもファイルサイズへの

影響は大きい．ただし，トピック本文の文字列は数十

文字程度投稿される場合が多いので，休講情報と違っ

て画面表示時の影響はさほど無い． 

（３）メッセージボード 

ここでもキャンパストピックスと同じようにパラメ

ータで一覧表示と詳細表示をコントロールしている．

この部分は永岡氏がポータルサイト「SWAN」 [2] 用に

作成したスクリプトに手を加えてブラウザフォン向け

に改造したものを使用している．完全なオリジナルで

はないのでソースコードは

掲載しないが，基本的にキャ

ンパストピックスと同じよ

うに動作している． 

（４）コンテンツメニュー 

最初にアクセスされるメ

ニュー表示用ASPで，キャリ

アごとに表示するコンテン

ツを振り分けた．振り分け方

法には２つ有り，一つはユー

ザエージェント（HTTP_ 

USER_AGENT）に含まれる文字

列で判別する方法，もう一つ

は リ モ ー ト ア ド レ ス

（REMOTE_ADDR）で判別する

方法である．ユーザエージェ

ントで判別する場合，i-mode，

EzWeb，H”は PC用ブラウザと

同じようにServerVariables

コ レ ク シ ョ ン の

HTTP_USER_AGENTという環境

変 数 ， J-PHONE は

HTTP_X_JPHONE_MSNAME とい

う環境変数で取り出せる（現

在は J-PHONEも HTTP_USER_ 

AGENTで取り出せるように仕

様変更されている）． 

この環境変数を取得し，そ

の中に含まれる文字列から

キャリアごとに共通するも

のを判別条件にすればよい．

また，この情報を元に同一キ

ャリアでも端末の型番によ

って振り分けることが可能

である． 

リ モ ー ト ア ド レ ス で 判 別 す る 場 合 は

ServerVariables コレクションの REMOTE_ADDR，又は

REMOTE_HOST という環境変数を元にすればよい．

REMOTE_ADDR は IP アドレスで，REMOTE_HOST はホスト

名で値が返されることになっている．しかし，

Windows2000Server に標準搭載の Web サーバーである

Internet Information Services(Server)5 （IIS5）で

はREMOTE_HOSTでもホスト名は返されずIPアドレスが

返ってくる．この問題を解決する方法も Microsoft の

サポート情報にあがってはいる[15]が，サーバーに負

荷がかかると言うことなので今回は見送り，ユーザエ

ージェントによる判別を採用した． 

判別後は各キャリア用のメインメニューを表示させ，

それぞれ異なる ASP ファイルへとリンクさせる．本方

ONC (H”) 用 ASPファイルセット 

休講情報 メッセージ トピックス 

EzWeb (au) 用 ASPファイルセット 

休講情報 メッセージ トピックス 

J-SKY (J-PHONE) 用 ASPファイルセット 

休講情報 メッセージ トピックス 

i-mode (DoCoMo) 用 ASPファイルセット 

休講情報 メッセージ トピックス 

コンテンツメニュー表示 
＆ 

キャリア判別用ASP 

図３ 個別プログラミング方式のシステム概念図 
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式による試作システムに各キャリアのモバイルフォン

からアクセスした場合の画面表示例を図４，図５に示

す．なお，この ASP 内に休講情報更新用のスクリプト

も記述してあるため，ブラウザフォンからのアクセス

時には休講情報は最新の状態が表示される． 

 

５．２ XML/XSLによる共通プログラミング方式 
ブラウザフォンが今後も発展すると，多種多様な端

末が増え，各キャリアの仕様も拡張して行くことが予

想される．上記の個別プログラミング方式では，その

追加，拡張された仕様に合わせるためには専用の ASP

を記述して行く必要がある．これは，データとその表

示方法を示すタグを１つのファイル内に混在している

ため，表示形式を変えようとするとデータを引き出す

部分も再度記述しなくてはならないからである． 

これを解決するために図６に示すように Extensible 

Markup Language（XML）と Extensible Stylesheet 

Language（XSL）を組み合わせる XML/XSL共通プログラ

ミング方式について検討した．XML とは W3C によって

勧告された言語を操る言語で，あらかじめ用意された

範囲内で自由なタグ付けをし，論理的な文書構造を記

述するようにした言語である．XSLは，XML専用のスタ

イルシート言語であり，元の XML 文書を全く別の文書

に置き換えてそれを元に表示を行わせることができる． 

データ部分をXML形式で，表示

形式を定めるスタイルシートの

部分を XSL形式で用意し，この２

つのファイルをサーバー内で処

理した後，各々の記述言語で出力

させるという方法とすれば，新た

な表示方法を追加する際には 20

行程度のXSLを追加するだけで済

む． 

（１）データアクセス用ASP（XML

形式で出力） 

データ部分をXMLで用意するた

めに，ここでも ASP を利用した．

基本的にこれまでと同じように

データを引き出しXML形式で出力

出来るように記述するのだが，デ

ータ部分の提供を１つのASPファ

イル（出力されるのはXML形式）

だけで処理させるために，パラメ

ータを与えることで，出力させる

コンテンツを選択できるように

してある． 

（２）表示形式指定用XSL 

表示形式を定めるスタイルシ

ートをXSL形式で各キャリアに用

意する．ここでは，上記の ASP から出力される XML に

合わせて，３種類のコンテンツ全ての表示形式を１つ

の XSL ファイルの中に指定する．これは，XML と XSL

を処理させる際に XML 内でデータとして提供されてい

ない部分は無視されるためであり，表示させたいデー

タのみを上記の ASP で XML として出力させることによ

り，最終的に生成される Web ページをコントロールで

きるからである． 

（３）XML/XSL処理用 ASP 

以上の XML（ASPの処理結果）と XSLをブラウザフォ

ンにそのまま渡しても，ブラウザフォン自体は XML に

対応していないので表示することは出来ない．PC向け

のブラウザでも，一般的に使用されているブラウザの

中で XML を表示できるのは Microsoft Internet 

Explorer 5.0以上だけである．そこで，このXMLと XSL

を Web サーバー上で処理してブラウザフォンに渡すプ

ログラムが必要になる． 

Web サーバーで XML を解析するには XML パーサーが

必要になる．XML パーサーにはインフォテリアの iPEX

（Infoteria Processing Engine for XML），IBM の XML 

Parser for Java，Microsoftの MS XML Parser等があ

るが，MS XML Parserは Microsoft Internet Explorer 

5.0 がインストールされている Windows2000Server な

ら標準で利用できる．今回は，この MS XML Parser を

i-mode J-SKY EzWeb 

図 4 コンテンツメニュー 

図５ 休講情報の例 
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利用して XML と XSL を処理する ASP ファイルを用意し

た． 

このASPファイルではMS XMLのDOM（Document Object 

Model）オブジェクトを使用し，load メソッドで

XML/XSLファイルを読み込み，transformNodeメソッド

で XSL ファイルに基づいた XML ファイルの変換結果を

返している．このとき，async プロパティを false に

して，XML ファイルを完全に読み込んでから次の処理

に移るように指示しておかないと正常に処理されない． 

また，XML(XSL)では閉

じていないタグは許さ

れないために，通常の

HTML で”<BR>”とだけ打

つような対にならない

タグは”<BR/>”として

扱っている．これを

HTML として出力した場

合，PC 用のブラウザや

i-mode，J-SKYでは正常

に処理されたが，EzWeb

ではエラー扱いになる．

そ こ で 上 記 の

transformNode メソッ

ドで返される結果に対

して文字列置換を行

い，”/>”の部分を”>”
として対応した．同じよ

うな XML(XSL)の制限と

して，タグの名前の１文

字目に数字が使えない

というものがあり，MML

でバージョンを表すた

めの”<1>”のようなタ

グも許されない．幸い J-SKY では”<1>”の代わり

に”<HTML>”という記述でもエラー扱いにはならないの

で今回はそちらを採用したが，EzWeb のために文字列

置換をしたのと同じ方法で，あらかじめ決めて置いた

特定の文字列を”<1>”等に変換すればよい． 

なお，対応キャリアを追加する際に書き加える箇所

を極力少なくするために，適用する XSL ファイル名の

ようなキャリアごとに異なる部分を変数として扱える

構成にした． 

この XML/XSL

処理用 ASP ファ

イルに対して，

5.1 項(4)のよう

に作成したコン

テンツメニュー

からリンクを貼

ることにより，

ブラウザフォン

向けキャンパス

ポータルサイト

として動作させ

ることが出来る

（図７）． 

また，この ASP

ファイル自身が

Access DB 

データアクセス用ＡＳＰ 
（XML形式で出力） 

XSLファイル 
新規対応形式用

XSLファイル 追加 

外部サーバとの 
データのやりとりにも 

利用可能 

XML/XSLを
様々な形式に
変換するASP 

図６ XML/XSLによる共通プログラミング方式 

i-mode J-SKY EzWeb 

図７ XML/XSLによる共通プログラミング方式で表示した休講情報の例 
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キャリア判別機能を持っているため，コンテンツメニ

ュー部分を内蔵させることにより単体での動作も可能

である． 

なお，このシステムは本学部山田研究室の Web サー

バー[16]で稼動しているが，ユーザエージェントで判

別して自動的にそのブラウザ/ブラウザフォンにあわ

せた表示をするため，ブラウザフォン向けの画面を確

認するにはシミュレータ[17]-[20]が必要である． 

 

６ 評価 
オンラインアンケート方式により，個別プログラミ

ング方式の試作システムに対する評価を行った．有効

回答者は武蔵工業大学環境情報学部のポータルサイト

ユーザ 111名であった． 

（１）ブラウザフォンの保有状況 

 図８に回答者の中でのインターネット接続機能付携

帯端末（ブラウザフォン）の保有状況を示す．78％が

ブラウザフォンを有し，その内 67％が i-mode 端末ユ

ーザであった．逆に，33％のユーザがi-mode端末以外

のユーザであり無視できない状況であった． 

（２）キャンパスポータルサイトのブラウザフォンへ

の対応について 

 30％のポータルサイトユーザが，ブラウザフォン対

応に関心をもたないか，不要としている．しかし，不

満を持つ６％を含めた残りの70％はブラウザフォン対

応に興味を示しているとも言える（図９）． 

（３）携帯電話用SWANのメニュー構成等要望 

自由回答としたため，要望だけでなく感想やブラウ

ザフォン対応の手法についての質問等もあった．その

中では，休講情報に対するものが一番多く，まだ利用

したことのない回答者からの期待や，既に利用してみ

ての感想が含まれた．また，カラー対応を含めた視覚

的な効果を望む声や，逆に無駄なパケット料の発生し

ない仕組みの評価もあり，ブラウザフォンを通じての

コンテンツ閲覧経験の豊富さが伺える意見もあった． 

一方で，ポータルサイトそのものを含めた広報活動の

不足を指摘する意見もあり、ユーザに対する働きかけ

インターネット接続機能の付いた携帯電話(PHSを含む)を持っていますか？

インターネット接続は対
応していない携帯電話
を持っている   18%

携帯電話を持っていな
い 　3%

Ｈ"端末を持っている
5%

J-SKY対応端末を持っ
ている  13%

Ezweb対応端末を持っ
ている  14%

i-mode対応端末を持っ

ている 　47%

他

78%

図８ インターネット接続機能付き携帯端末の保有状況  

  

 
 

図９ キャンパスポータルサイトのブラウザフォンへ
の対応について 

現状に満足・リニ
ューアルの必要
なし 

15% 

 

具体的な不満はな
いが，定期的に見直
し・リニューアルを
望む   

49% 

 

携帯電話への対

応自体必要ない 

   30% 

 

不満がある 

  6% 
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が足りないことを示している．また，休講情報，トピ

ックスの更新時に自動配信させる等の機能付加やキャ

ンパス周辺の交通機関の時刻表等，ブラウザフォンオ

リジナルのコンテンツを望む意見もあった． 

 

上記のアンケートをふまえた個別プログラミング方

式によるシステムの評価についての考察を述べる．

（１）の結果は，キャンパスにおいてブラウザフォン

所有者の割合が非常に高く，潜在的なユーザ層の幅広

さを証明すると共に，本研究における複数キャリア対

応の重要性を示している．（２）の結果は，ポータルサ

イトをいつでもどこでも利用できるようにすれば便利

になると考えた本研究が一定の支持を得ていると評価

できる．（３）の結果からはブラウザフォン対応の告知

をキャンパストピックスに掲載しただけでポータルサ

イトの公式メニューには加えていなかったことが認知

不足の原因になったと考えられる．今後は PC向けを含

め，サイトそのものの広報活動をして広めていくこと

でブラウザフォン向けキャンパスポータルサイトの需

要を上げる必要がある． 

 

７ おわりに 
 ブラウザフォンからキャンパスポータルサイトを閲

覧可能にするという試みは，システムの動作確認がと

れ，試験運用し，ユーザからの様々な反応があったこ

とでその効果を確認した．しかし，今回作成したシス

テムはまだまだ全てのユーザの納得行くレベルには達

しておらず，今後完成度を高めていく必要がある． 

 一方で，各キャリアのコンテンツ記述言語をwap2.0

として統一化する動きもあり[21]，今後の技術動向を

見守る必要もある． 
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